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特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネット

理事長 矢野茂生
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はじめまして～簡単な自己紹介

矢野 茂生 （55） ヤノシゲキ
【特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネット 理事長】

大学卒業後、中学校教員として9年間公立中学校に勤務後、県立の児童自立支援施設に赴任。

13年間児童自立支援専門員として勤務。児童自立支援施設で直面する「こどもや家族の問題」に社会的な

課題を感じ、仕事をしながら40歳から大分大学大学院に進学。「困難や生きづらさを抱えるこどもや家族」

について研究を重ねる。

２０１３年より大分県においても。全国的な児童虐待の増加等から、

「緊急避難を要するこどもへの支援＝こどもシェルター構想」

について＜司法－行政－福祉＞の連携により協議会を設置。

２０１４年から設立準備委員長を務め、自らその運営責任者に就任。

平成２７年３月に大分県を退職し、同年４月より「特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネット」を創業。

「社会に拓かれたこども家庭福祉事業」の展開をめざす法人。（役員11名：職員47名体制）

２０２２年度は創業８期目にあたる。
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児童自立支援施設でのこどもたち
との暮らしが私の「原風景」です
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上流で何が起きてたどり着くのか。全体のデザインはどのようになっているのか

法人設立「はじまりの絵」

子どもや若者の
ご家族の

ライフコースを長く応援できる法人を創る
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漂流するこども・若者 「子ども・若者支援現場から見える風景」

小学校

中学校

乳幼児期

就労・雇用

高等学校

大学・専門校

学校「教育」にミスマッチする子どもや家族
⇒多くの場合「福祉的な課題を抱えている」
（例）困窮・障害・精神保健 等

「家族の機能」は時代とともに小さく…
「地域やコミュニティー」も小さく…

社会的な孤立状態、希望を失いながら漂流す
る子どもや若者を現場では多く感じています

漂流しながら次の時代の家族をつくる若者
⇒「負の連鎖が続く状況」に幾度となく

立ち会ってきています

「漂流している状態に名前（付箋）がついています」
・ひきこもり ・ニート ・無業 ・ホームレス
・生活困窮 ・孤立 ・自殺企図等 いろいろです

＊「漂流」という表現：様々なステージで不適応もしくはミスマッチをおこし、
個人や家族では解決、回復できにくい状態にある方々を
イメージしています

「児童虐待」の温床は身近にあります

「中退リスク」は社会的所属の喪失に
つながる場合もあります
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・子どもの頃から何らかの生きづらさがあったが、適切なケアを受けられなかった
・適切なケアを受けられなかった理由を探ると、生育した家庭環境に問題があった
・親が不在だった、親がいても不適切な養育をしていた、親自身にも何らかの病気や障がいがあった
・親が子の生きづらさに気づかなかった、あるいは気づいていても対応できなかった
・母子保健、児童福祉、学校教育、精神保健など、支援制度につながる力が弱い、制度に対する拒否が強い（妙な自己責任論がある）
・制度に対する拒否の強さは、制度の内側にいる人への否定的感情・差別意識と比例する
・障がいの可能性を否定しながら生きてきた期間が長いほど、障がい者に対する否定的感情や差別感情が大きくなっている
・IQ７０～８０のボーダー層あるいは発達障がいの特性強めで、困難はあるが診断も手帳もなく、制度に守られることもなく権利侵害しまく
られた人生を送っている

・生来の知的・発達障がい者がストレスフルな人生を送った結果、後天的な精神障がい者となった
・学校や支援機関などに相談歴があるが上手くつながらなかった経験があり、制度なんて何の役にも立たないという確信がある
・ダメージを受け続けて、いよいよ食い詰めて、イヤイヤながら相談する大っ嫌いな窓口（児相など）へ半ば強制的に、場合によっては必死
に行く状況なので、関係構築が難しい

・社会的養護～矯正施設～生活保護～矯正施設～生活保護（以下繰り返し）という人生を送っている
・上記のような人が親となり、現在も再生産が続いている などなど…

●これまでかかわってきた方々を言葉に出してみると↑の感じでした。「ひきこもり」や「生活困窮者」、「社会的養育環
境で暮らす、または退所した方々」もきっとその同様の背景がある方もいらしゃるのではないかと思います。彼らの人生を
知れば知るほど、「こうなるしかなかったんだな」と思うと同時に、同じことを繰り返すのは、本人・支援者・社会にとっ
て大きな損失だとも思っています。
●課題解決や治療（時には必要）ではなく、大切なことは「得意と苦手を知ること」「合理的な配慮を求められるようにな
ること」へのサポートだと思います。自然な形での自己覚知、自己理解に至るために必要なサポートはどのようなことか。
それゆえ川の上流から同一法人でサポートできるためのしくみと機能づくりをやっていこうと。

ご縁のあったこども・若者
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特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネット（2014年11月設立：2015年4月事業開始）

事業運営理念
「すべての子どもたちに明るい未来を！」

こども支援ネットのはじまりは「居
場所のない子どもたちに安心な居場
所を提供する」ということからでし
た。居場所を失くした子どもたちへ
の対応、そして居場所をなくすこと
がないような、家族や地域への支援。

「福祉サービス」はヒトの困りごと
から始まりました。また、現代の困
りごとは非常に複雑に重層的になっ
ており（地続きとかいう表現を使っ
てます）、ひとつの分野や単一機関
では解決しえません。

おおいた子ども支援ネットは、福祉サービスの根幹を大切にしながらも
時代の変化に応じた「柔軟な福祉サービスの構築」に向け動いています。
「柔らかく変化できる」そんな法人の強みを心がけています。

事業型NPOとして：「ライフコースをサポートできる」法人として

幼児期

未就学児を対象
とした家族全体

への支援事業

学童・青年期

義務教育から20歳未

満までの事業

成人期

年齢に関係な
くサポートで

きる事業

こどもセンター
「かおるおか」
相談支援事業所
「かおるみち」

放課後等デイサービス「なないろ」
自立援助ホーム・子どもシェルター「みらい」

おおいた青少年総合相談所の運営
（県委託）

その他受託事業
厚労省モデル事業
市町村委託事業等7



こどもセンター かおるおか
相談支援事業所 かおるみち

放課後等デイサービスなないろ

自立援助ホーム・子どもシェルターみらい

こどもや家族の「育ち」にあわせて、柔軟に長くサポートできる福祉サービス体系の構築をめざしています

おおいた青少年総合相談所
おおいた子ども・若者総合相談センター
おおいたひきこもり地域支援センター
児童アフターケアセンターおおいた

杵築市委託事業：きつきプロジェクト

各種モデル事業・助成事業 等

○理事・監事 弁護士・児童精神科医
児童福祉施設理事長・学識者
行政等経験者・教員経験者等
（役員 11名）

○職員体制
常勤職員 ３２名
非常勤 １５名
（職員 47名）

http://www.oita-kodomosien777.net/

こども
事業部

ソーシャル
事業部
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おおいた青少年総合相談所について
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R３年度相談援助データ

直接相談
2,423件

関係機関支援
1,877件

市町村支援
2,075件

令和3年度総件数
6,375件

子ども・若者総合相談センター／ひきこもり地域支援センター 児童アフターケアセンターおおいた

令和３年度総件数
3,397件

生活相談：2,365件

経済的相談：145件

就労相談：786件

その他相談：101件

住まいや居住など

【職員体制等】
・センター長 １
・電話相談員 ２
・専門相談員 ２
・訪問支援員 ２
・自立支援員 １
・市町村支援員 ２

【職員体制等】
・自立支援コーディ
ネーター １
・生活相談員 ２

・開所日：毎週月～土
・大分県子ども・若者支援地域協議会
・多職種連携会議の設置
・大分県生活環境部
私学振興・青少年支援課

・開所日：毎週月～金
（状況に応じて土曜開所もあり）

・大分県児童養護施設協議会
大分県里親会との連携
・職業指導員連絡会への参加
・大分県福祉保健部こども家庭支援課
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アフターケア事業（社会的養護自立支援事業）に

取り組む全国の仲間が集まって2018年6月に設立。

現在、北海道から沖縄まで３４団体が加盟。

11アフターケア事業全国ネットワーク「えんじゅ」 (enjunet.org)

https://enjunet.org/
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「育ちやすさを考える」

①意志（想い）や意見の表明ができる
②選択肢がある
③経験（体感できる体験できる）
④ステップが踏める
⑤いったりきたりできる
⑥仲間がいる

★それらに伴走できる「人」がいる
★それらを大切にしてくれる「人」がいる

自立というか
「育ち」に
必要なこと
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グラデーションの大切さ
「育ちやすさを考える」

環境A
汽水域

環境B

リービン
グケア

アフター
ケア

・いったりきたり
・ひとがつながる
・メニューを共有する
など



杵築市 おおいた子ども支援ネット

社会的養育環境で暮らす子ども

困難を抱える子ども若者 等

体験する子どもたちのコーディネート

施設・里親家族退所後のアフターケア

地域産業のコーディネート

インター
ンシップ

しごと体験 暮らし体験

見学

ハイツアンリ（法人契約アパート）

就労・雇用までできる会社

見学や体験を主とする会社

「まち」と取り組む

14



杵築市長 Aさん 農場長さん15
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「育ちやすさを考える」

当事者が考える「つながりのデザイン」とはどのようなものだろう？

「CONET」（connect＆network）プロジェクト
という社会実験事業を実施しています。

・3名のケアリーバー
・1名は常勤雇用型 2名は非常勤雇用型
・法人+日本財団の後方支援
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CONET
コアチーム

活動写真
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CONET PROJECT
つながりと支えあいのデザイン



実際の動画（1分間のダイジェスト版）
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私たちの大切にしている想い
すべてのこどもたちに明るい未来を！
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当事者の想い

～想いや願いづくり～
可能性を中核にした伴走を

里親さんや社会の願い

～語り合えるシクミづくり～
であうことを大切に

リアルな取り組みに

～事業づくり～
何度でもREデザインする

社会と手をつなぐ

貴重なご縁をありがとうございました
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